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社会科学的概念の獲得をめざす地域学習の授業分析
一韓国小学校社会科授業を事例に－
An Analysis of ａ Community Study Lesson Focusing on Acquisition of Social Science Concepts:The Case of ａ Social Studies Class in ａ Korean Elementary School
Ｉ。はじめに
１．研究の目的と問題の所在
本研究は韓国小学校社会科の授業を分析し
，そ
の構造や特徴を明らかにすることが目的である
。
韓国では近年匚教員能力開発評価｣の導入の影
響で授業に関心が高まり
，授業研究が行われるよ
うになった
。しかし，授業分析という研究分野が
専門的な研究領域としていまだに認められておら
ず
，授業分析の体系的かつ詳細な研究が行われる
には至っていない状況にある。
社会科授業研究においても授業の実際を質的に
論じ
，教師と関連づけ理解する研究の流れが形成
されている
。しかし，多くの研究は教師の立場か
らの研究であり
，子どもの思考形成やその変容に
ついて研究したものは少ないのが現状である
。そ
して多くの授業研究が授業理論を志向している点
が問題である。
一方，日本の社会科授業研究における授業分析
は大きく二つのアプ
・－チがとられてきた。その
一つは，社会科授業に内在する知識の構造を重
視するもの(1)であり
，もう一つは子どもの思考
体制の変化を重視するもの(2)である
。
社会科授業研究の究極的目的が子どもの社会認
識形成を図る授業改善にある以上
，韓国と日本の
社会科授業研究には次のような問題があるといえ
よう
。第一に，これまでの授業研究は教師の立場
と子どもの立場とに研究が分離して行われてきた
こと
。授業は教師と子どもの相互作用の教育的活
動であるためそれらを分離せず同時に考慮すべき
である
。第二に，授業研究の結果が理論に傾き，
実際の授業現場に適用し活用することができないこと。授業実践に繋がる授業研究をすべきである。
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本研究ではこれらの問題点を克服するため
，以
下の２点を研究課題として設定し究明したい
。
第一に，韓国社会科授業を取り上げ分析するこ
とで
，その構造や特徴を明らかにする。
第二に，その際，分析方法として，教師の立場
と子どもの立場の研究を同時に考慮し授業改善に
結びつける。２．研究方法と対象
本研究では
，日本の社会科授業研究における二
つの立場の長所を活かし
，さらに問題点を克服す
るため
，相互に補完する方法をとることで社会科
授業改善を図る
。そのため，森分(1987)の知識
の構造論とHallden (1994)の代替的枠組み
(alternative　丘amework)論（3）を手がかりにする。
知識の構造論を用いた授業研究は
，社会科授業
で
，どような知識がどのように関連づけられて
組み立てられているのかを分析するため
，ひと目
で授業内容が理解できる
。そのため，授業分析や
授業改善の両面で効果的である
。また社会科授業
の骨組みのみならず授業そのものの特質を把握す
ることもできる点にその意義がある
。しかしなが
ら
，これを使った授業分析では授業の構成要素で
ある子ども
，特に子どもの思考や思考過程が軽視
されやすいという問題点をもっている
。一方，従
来の子どもの思考に関する研究は，重松・上田
(1965)に代表されるように授業における子ども
の思考や認識過程に注目したものの
，それを授業
改善に繋げることができないという限界をもって
いる。
そこで本研究では
，知識の構造論と代替的枠組
み論を用いてその長所を活かして分析する
。知識
の構造論と代替的枠組みを使った授業研究という
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ものは教師の指導と
，子どもの学習（思考過程）
の両方を考慮する研究であり
，その結果を実際授
業に適用・応用できるという長所をもっているＯ
また
，知識の構造論を併用することで実際の授業
から代替的枠組みを発見しやすくし
，そして学校
現場の授業改善に活用できるようにする
。そのた
め
，理論と実践の乖離という問題を克服すること
ができる点にその意義がある
。
これらの授業研究方法を用いることで
，社会科
授業の構造や特質をより詳細に検討することがで
きる。
以下本稿では
，韓国小学校社会科の中心の一つ
になっている地理領域の地域学習の実践事例を取り上げ，知識の構造と代替的枠組みを用いて授業
分析を行う。
ｎ。韓国小学校社会科の地域学習
韓国での地域学習は
，第５次教育課程(1987年
改訂）で教育課程の地域化を図って以来
，第７次
教育課程(1997年改訂）では地域別に自主的に開
発した教科用図書を使って
，教育課程の地域化と
教材の地域化に関する研究も活発に行われている
（甘句伺
，2008）（4）。韓国小学校社会科地域学習
の授業は学習課題や内容によって大きく４つの夕イプに分けられ，各々次のような特徴をもってい
る。
第
一に，事実の理解をめざす授業である。これ
は子どもたちが住んでいる地域社会そのものにつ
いて知ることを目的とする授業である
。こ種の
授業は主に地域教科書に依存し教科書の目次通り
授業を組織し
，教科書の内容を伝達すること
（咐々 !可, 2004, p｡292)が多い
。
第二に
，概念の獲得をめざす授業である。この
授業では社会現象を説明する抽象的概念を効果的
に理解させるため
，子どもの身近な地域社会にあ
る事象を事例として取り上げる
。しかし，抽象的
概念をいかに子どもは理解できているかという点
で危ぶまれることが時に生じる。
第三に
，問題の理解をめざす授業である。この
種の授業は韓国社会全体
，あるいは地域の論争問
題を事例として取り上げ
，現代社会の実態を理解
させる。社会の問題は複雑な側面をもっているの
で，一面的なものを取り上げやすいという問題を
ももっている。
第四に
，問題の合理的解決をめざす授業である。
第三の問題中心地域学習を発展させ
，現在の地域
社会の問題を認識させた上で
，討論という過程を
通して合理的に解決する授業である
。問題解決は
難しいゆえ，授業は単に話し合うために行われる
ことも多い。
本稿ではこれらのうち
，第二の概念の獲得をめ
ざす授業を取り上げ分析する
。その理由としては
次の三つを挙げられる
。一つは，社会科授業では
数多くの概念が学習されている
，二つは，概念学
習の優れた授業が学校現場で作られ公開されてい
る
，三つは，知識内容，概念が明確化され，子ど
もの獲得状況も理解されやすい
，からである。
分析対象とする授業は2008年釜山ソンウン小学
校で公開された５年匚人口の都市集中の原因｣(授業者：ハン・ミスック)(5)の授業である。
Ⅲ。授業分析　一小学校地域学習単元「私が住ん
でいる地域
」－
１
．教師の概念的枠組み
Ｏ）単元の概要
本単元は厂私か住んでいる地域」（全18時間）
である
。単元設定を指導案からみてみよう。
本単元は対比される地域である
，都市と村落は
各々独特の立地条件と分布
，機能的な特徴を持っ
ていながらも
，相互補完的関係を結んでいるとい
うことを理解し
，最終的には地域問題およびその
解決を通した地域発展に寄与することを主な内容
にしている。
また本単元は導入（２時間）
，まとめ（１時間）
とともに匚都市地域の生活
」と匚村落地域の生活」
の二つの小単元（主題）で構成され
，それぞれ次
のような内容になっている
。匚都市地域の生活
(3/18～10/18）」では，国の都市の景観的特徴，
都市の分布および立地と都市化の過程
，そして機
能的特徴を把握し
，人口の密集，環境の破壊と汚
染など複合的な都市問題を理解させる
。匚村落地
域の生活(11/18～17/18)」では自然環境，村落
の立地と機能および産業活動
，生活の姿を調べる
ことによって村落の地域性を把握し，特に村落地
－32－
域の開発事業の意味を
国土の均衡的発展と都
市と村落地域の相互補
完的関係から捉えさせ
る。
本稿で取り上げる授
業は匚都市地域の生活
」
の
一時間（7/18）であ
り
，都市への人口集中
の原因を取り扱ってい
る（6）。
（2）知識の構造
本時授業で教師が子
どもに獲得させたい知識の構造を分析すると
【レベル３】
図１のようになる
。これは，指導案に示されてい
る教師の発問や予期する子どもの答え
，また用意
したパワーポイント資料から抽出し作成したもの
である。
計画段階においては
，本授業は，レベル１の社
会現象におけるさまざまな事実的知識から
，レベ
ル２
，３に示される匚人口の都市集中の原因」と
いう社会科学的概念で構成されている
。また，そ
れらのレベルは段階的に構成され
，最終レベル３
に示される匚都市の便利な点や良いと考えられる
点のために人口が都市に移動している
」という一
般的概念（説明的概念）の獲得をめざしたものと
言うことができる
。
（３）教師の概念的枠組み
それでは
，教師は零時の授業を通して子どもに
一般的・説明的概念をどのようなものとして，ど
のように獲得させようとしているのか考察してみ
よう。
教師は零時の学習目標として
，「‾人口移動の原
囚についての調査活動に関心を持って積極的に参
加することができる
」と匚調査活動を通して都市
への人口集中の原因を説明することができる」の二つを設定している。
本時で取り上げる学習題材は主題匚都市地域の
生活
」の中，匚都市への人口集中」という社会現
象である
。これは地理学研究が示しているように
韓国における1960年代から始まった工業化現象に
【レベル２】
図１　知識の構造図
【レベル１】
おいて多くの人々が都市に移動し
，都市の人口が
過剰状態になり
，農・漁・山村の人口は過疎状態
になっている社会現象である（刈刈言, 1987)
。
主な要囚としては経済的要因
，生活の質に関する
要因
，そして地方財政要因，教育的要因，公共サー
ビス要因
，国家政策要因など多様である（胖眥丑，
2005)
。また人口移動の動機は個別的移動者の人
口の特性のみならず，移動の目的地によって変わっ
てくるＯ
以上のような韓国の人口の都市集中現象やその
要因について教師は次の６つの要因で捉えさせよ
うとしている（図２）。第一は，
都市への人
口移動の要
因を就職や
職場と関連
する雇用的
要因
，第二
は
，進学あ
るいは子ど
【生活改善1 【生活向上】
口戸石町づ石悪网
口和百万詣雛江‰匹回百行…一仁平和
図２　教師の概念的枠組み
もの教育環境のため移動する教育的要因
，第三は，
人間の文化的生活と関連した文化的要因
，第四は，
交通や生活環境と関連した社会環境的要因
，第五
は
，結婚や家族の再結合を目的とする家族的要因，
最後に生活に必要な物や物資と関連した物質的要因である。図２は教師が一般的説明的な概念の獲
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得において一つの概念図として子どもに獲得させ
ようとする概念的枠組みである
。
教師はこの六つの要因を設定することで
，子ど
もに人口集中には多様な要因が働いていることを
把握し
，構造図，枠組みとして匚人口の都市集中
の原因」という社会科学的概念を獲得させようと
しているのである。
２
．概念的枠組みの獲得のための教師の準備
それでは
，以上のような教師の概念的枠組みを
子どもに獲得させるため
，教師は何をどのように
準備しているのかを指導案からみてみよう
。
Ｏ）子どもの実態調査段階
まず
，教師は子どもの実態を調査することで本
時授業の計画の基盤を形成している
。
教師は子どもの実態を観察
，面接，質問紙，自
己評価を通して次のように分析している
。
社会科の興味度においては, 20%程度の子ども
だけが社会科を面白いと考えている
。社会科学習
組織については, 57.5%の子どもがグル
プー学習
に高い興味を持っている
。しかし，調査活動への
参加には内容によって変わってくるが, 66.6%の
子どもたちが興味を示している
。この結果から教
師はグル
プー学習と共に子どもが興味を持って参
加できる生活周辺の経験と繋がった調査学習を行
なうことが必要であると判断している
。
（２）教材研究段階
以上の子どもの実態調査に基づき
，教師は次の
ような教材研究をしている。
５年用匚社会５べ」教科書は人口の都市集中
の原因を特定の地域を取り上げて叙述せず
，韓国
の一般的社会現象として取り扱っている。その原
囚として匚各種の文化
・教育施設が多い」，「生
活に便利な施設が多い」，匚交通施設が発達した」，
匚工場や会社が多い］の四つ（雇用
，教育，文化，
社会環境的要因）を提示している
。地理学研究の
成果の教材研究に依拠して教師は教科書に提示さ
れている要因より広い視野から匚人口の都市集中
の原因」を探究し把握したのである。それでは，
教師はどのようにし概念的枠組みを子どもに獲得
させようとするのか
。
（３）授業の基本設計段階
教師は前段階の子どもの実態調査や教材研究を
通して
，教科書の内容を教材面と方法面とて再構
成する
。教材面では，子どもの身近な地域から学
習することのできる地域教材を授業に取り入れる
ことで子どもの興味
・関心や学習参加への意欲を
高め
， が具体的に経験できる地域的事象を
通して抽象的な厂人口の都市集中の原因」という
社会科学的概念を理解
・獲得しやすくする。
方法面では
，概念学習ができるように，教師は
以下のような地域調査活動及び比較活動という
学習方略を用意し授業設計をする。
まず
，子どもの実態に応じてグループ別に調査
活動をするようにする
。その具体的地域調査方法
としては匚両親
，親戚，近所の人などを対象とす
るインタビュー調査及び質問統計」，匚他の地域の
質問統計」，匚メールを利用した質問統計」，匚図書
館の文献資料
，新聞，ニュースによる調査」など
が計画されている
。これで抽象的社会科学的概念
である匚人口の都市集中の原因
」を子どもたちの
調査活動の経験を通して具体的に理解し追究する
ようにしている。
次には
，地域調査活動から得られた情報を共有
するため発表し
，他のグループの調査結果と比較
し，類似点や相異点を抽出する。
単純に釜山地域だけ調査すると人口の都市集中
の要因が少なくなる
。他の地域比較することで
人口の都市集中の要因をより多く
，より深く理解
できるようにしている。
このような地域調査やその比較活動を用意する
ことで
，子どもが図１の知識の構造や教師の概念
的枠組みを子どもが獲得していくようにしている
のである。
３．授業計画と実際授業の比較
以上のように授業は教師の概念や観念に基づき
計画され実践されるが
，子ども個々の多様な要因
という変数が存在するため必ずしも教師が意図し
た計画通り実践されるものではない
。ここでは授
業計画における教師の概念的枠組みと実際授業に
おける子どもの獲得した概念的枠組みとを比較検
討してみよう（表Ｏ。
Ｏ）指導案の構造及び実際授業の展開
表１は
，指導案に示された構造を左欄に，実際
の授業の展開を右欄に整理したＯ右欄は，実際の
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表１　指導案の構造及び実際授業の展開
指導案の構造
実際授業の展開
過程
3牧師のｲ動きかけ 児童の反応
形成され
た概念的
枠組み段階 内容
圜復習・予想・目当ての確
認
パ ー トI
(T1 ～
T10)
復習と
目当ての確認
・前時の復習と目当ての提示
・前時の振り返り
・目当ての確認- 「都市への人口
集中の原因を調べてみましよう」
圜グ
ループ課題の確認
T:グル
ープ別にどんな内容
をどんな方法で調査したの
か発表してみましよう。
S:地域の人に質問用紙を回して,都市に来た理由を調
べてみました。
冒学習の順序
ノベー トn
(Tn ～
T26)
課題解
決方法
の探索
・課題をどんな方法で解決し
たのか発表してみましよう
(Til)
・郵便を利用(P17)  , 質問用紙を回して(P18) 調べてみました。
予想
・なぜ釜山に（人々が）来る
か
，自分の予想を発表してみ
ましよう。(T13 ～T14)
・教育問題のため(P21 匚 仕事を
探すため（P23）です。
検証過
程の探
索
・予想が合ってるか原因調査
をして検証してみましよう
。
どんな順序でしたら良いです
か。　（T17 ）
・予想を先にしてグループ討議し
た後に，発表してその後補充して
整理します。（P28 ）
讎グループ討議
T:今から各主題により調査
した内容を集めて,意見を交わしてみましよう。
冒発表の資料つくり
圖グループ発表
パ
ートⅢ
(T27～T49)
個人統
計
グル
ー
プ 討議
グルー
プ発表
・個人統計を発表してみる人?
（T27 ）
・調査した資料を持ってグル
ープ 討議をして下さい。
（T31 ）
・（グループ）発表お願いし
ます。（T43）
・（人口移動の理由としては）職
場が12人
，教育は11人，住宅はな
くて
，交通は1人，文化はなくて
合計24人です。(P44)
・グループ討議
・職場34 人，教育8人，住宅11
人
，生活便利0，文化施設3人，快
適な環境1人，その他9人(P46 の
活動結果から）
・私のお父さんは仕事で釜山に突
口]- 一回
冫　　　 丶回 要因 ン
丶　　　 ゞ匣] … ブ
ま し た 。(P56)
・盤松地域は大部分職場問題のた
めに引越ししてきました。(P62
～P65)
・釜山地域では職場のため移って
きた人々が29人で最も多く
，続い
て教育
，住宅，その他とい う順番
になりました。そして生活便利の
問題と文化施設問題も多かったで
す。快適な環境が最も少なかった
でず。　(P66～
・便官偸設　 燧場　そして教方偸
設のためです。（P83 ）
・江原價の調布では　58% が職場
間頴のために古唇郎を出催がしかたいい
ました。（P86）
圜比較・整理
T:前の質問統計表を見てど
んな事実がわかりました
力々
S:都市に集まる理由は両親
の職場
，教育問題,便利な
生活などのためです。
口]一図
ｎ　要因　丿圓
T:今日勉強した内容をまた
当扣里してみましよう。
パ
ートIV
(T50
～
T75)
整理及
で冫－jJ殳
化
・統計資料の図表を見て分か
ったことを発表してみましょ
う。　（T50）
・なぜ都市への人口移動が起
こったのでしょうか話してく
ださい。(T51)
・先生と一緒に整理してみま
しょう。勉強をしながら，感
じたことを発表してみましょ
う。（T55）
・職場のために移動したのが一番
多か
ったです。(P89)
・両親，親戚，ソウル，盤松など
を合わせれば職場が一番多くて，
（次に
）教育が多いです（P90 ）
一他の所は皆職場か一番多かった
が
，ソウルでは教育が最も多いの
が珍しかったでず。（P97）・生活便利問題と文化施設問題，
快適な環境，その他があります。
（P101）
・他には結婚問題があります。
（P102）
匸]- 一図
♂　　　 丶亘] 要因 医
丶　　　 ／回 … ダ
S:画面を見ながら教師と一
緒に都市の人口集中原因を
整理する･　　 匡卜 囿
圓 要因凹
匣]-一団
圜次時予告
・職場，教育，住宅，文化施
設は私たちの生活をもう少し
新しくしてくれると思いまし
てこれらを「生活改善」とし
て分類しました。（T61）
・PPT を見ながら応答(PI  04～
P108）
ＩＩ卜 IV
Ｘ　　　 丶圓 要因 匣
丶　　　 ¢
|Ⅲ卜 Ⅵ
次時予
告
・次の時間には何を勉強しま
しようか？（T70 ）
・都市で生じるいろんな問題点
PI 15) と角早泱:点(PI  16) について
調べてみそうです。
※i,  n, Ⅲ，Ｉｖ，ｖ， Ⅵはそれぞ れ雇用，教育，文化， 社会環境， 家族， 物質的要因を指す。
(指導案， 実際授業 より筆者作成)
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授業を発言にもとづいて
，四つのパートに分け，
パ
トーごと内容，教師の働きかけ，児童の反応，
形成された概念的枠組みの四つを示している
。本
時の授業は40分で構成されている。
（２）授業計画と実際授業の比較
上記表１は教師の意図した授業計画（指導案と
事前に用意したパワ
ポーイント資料）で想定され
た子どもの獲得させたい概念的枠組みと実際授業
で子どもが獲得した概念的枠組みを比較するため
に筆者が分析し作成した。
授業計画の予想とはことなり
，本授業において
子どもの概念変容が著しく見られるのはパートⅢとIVの網掛け部分であるＯ
教師は子どもの生活基盤である釜山地域やその
他の地域を調査対象として計画し
，子どもの経験
から理解しやすく興味を持つように授業を計画し
た
。調査地域として釜山地域は提示しているもの
の，他の地域は想定していなかった。
＜教師の意図した概念的枠組み＞
【生活改善】 【生活向上】
しかし
，子どもたちは身近な地域である釜山に
ついての調査のほか
，人口移動の特性が著しい地
域のソウルや京畿道
，江原道も調査している
Ｏさ
らに子どもたちは授業が進行するにつれ調査した各地域間の資料を比較し類似点や相異点を発見し
ている。
また教師は
，比較段階で人口の都市集中の原因
の子どもの答えとして
，教育的要因や雇用的要因，
社会環境的要因を予想していた
。しかし実際授業
では
，すでにこの段階で教師が予想したそれらの
要因に加え
，文化的要因，家族的要因を取り上げ，
教師の概念的枠組みより広い視野から人口の都市
集中への原因の概念を獲得している
。すなわち，
子どもの獲得した人口の都市集中の原因について
の概念的枠組みは
，ある特定の要因だけでなく，
社会諸科学の概念的知識に近いより複合的なもの
を形成していると言える。これらの関係を図示す
ると図３になる。
く二二で〉 ＜子どもの獲得した概念的枠組み＞
【生活改善】　　　　　【生活向上】
口匹 蓊コ……三 回 亘］
／畆ぷ髷｀、
匹 ］覬慥で麺璽コ｀ヽ､、11厶j4　/万雁岫………｡｡,･’
図３　パートⅢ、IVにおける教師の概念的枠組みと子どもの獲得した概念的枠組みの比較
さらに「‾ソウル
，釜山は人口移動が減っている。
その理由はソウル
，釜山は地価が高くて，人々が
その周囲にある衛星都市に引っ越ししたためです。
（P85）」という子どもの発言からは, 1990年代以
降
，主要大都市の人口が減少し大都市の周辺地域
の人口が増加する新しい局面に至って（司音咽
，
2004)いる韓国の新しい人口移動の現象の発見と
共に
，その背景にある原因を把握していることが
分かる
。まさに人口移動のダイナミックな特性を
概念的に把握し
，今現在を取り扱う地域学習になっ
ているのである。
子どもたちはこのようにして人口移動の原因のみならず人口移動の類似性と相異性を把握・理解
することで人口集中という社会科学概念をより科
学的により深く獲得している
。
以上
，授業計画と実際の授業を比較し，子ども
の匚人口の都市集中の原因」という概念獲得過程
を考察することで
，実際の授業では子どもたちに
おいて地域調査活動や比較活動によりより複合的
な概念形成過程を生成し
，より広い原因を見つけ
て教師の概念的枠組みを含むさらに拡張された概
念的な知識を獲得していくのが分かった
。
４
．子どもの概念的枠組み変容
前項で示されたように本時授業における子ども
の概念的枠組みの大きな変容はパートⅢとパート
IVに見られた。
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パ
トーⅢでは個別的調査結果（Ⅲ－１）とグルー
プの調査結果（Ⅲ
－２）とを比べることで，子ど
もたちはより広い視野から人口の都市集中の原因
の概念を認識している
。さにパートIVではグルー
プの調査結果をもって他のグル
プーの調査結果と
比較しクラス全体の調査結果を確認することで人
口の都市集中の原因の社会科学的な概念を獲得し
ている。
それでは子どもの概念的枠組みがどのように変
容(change)して社会科学的概念を形成し獲得し
ているのかを具体的に子どもの事例をあげ
，その
変容
・形成過程を検討してみようｏ
本研究では教師の発問に対するある特定の子ど
もの応答に注目し
，その子どもの概念的枠組みの
変容
・形成過程を抽出する。ここでは，教師の予
想に近い形のものと異なった形のものとの二つの
事例に絞って分析する。Ｏ）Ｇ児の概念的枠組みの変容・形成
まず
，教師の意図している概念的枠組みと一致
する形で変容していくタイプの代表的事例として
Ｇ児を挙げその変容過程を説明しよう
。
Ｇ児はパ
トーⅢ－１の段階で，実際調査での自
分の両親の経験談から都市への人口集中の原因を職場として認識しており，雇用的要因を確認して
【生活改善】
Ⅲ－１段階
【生活向上】
匚笋盲ｺ…ｰ--．???
?
??
?
??
?
??
?
??
?
?
人口の都市集中原因
丶
丶丶．．．．．．．．
丶丶
丶
丶
丶丶
丶
丶丶
丶
丶
／
／
／
／ｊ／♂
／
？－－－→♂
Ⅲ－２段階
【生活改善】
いる
。さらに，パートⅢ－２段階ではＧ児が属し
ているグル
プーの統計調査で人口の都市集中の原
因を匚職場34人
，教育８人，住宅11人，生活便利
Ｏ人
，文化施設Ｏ人，快適な環境Ｏ人，その他９
人(P46の活動結果から）」と発表していること
から雇用的要因
，教育的要因，社会環境的要因，
文化的要因の四つの要因を引き出していることが
分かる
。身近な自分の家族の統計からクラスの家
族の統計を出すことで新しい要因を組み込み
，概
念を拡張させている。
パ
トーIVにおける他のグループやクラス全体の
統計資料を比較することでＧ児は匚各人々がその
地域に行った人口移動の原因（職場
，教育，住宅，
生活便利
，文化施設，快適な環境など）が分かり
ました
。(P94)」，その上匚他の所は皆職場が一
番多かったが
，ソウルでは教育が最も多いのが珍
しかったです
。（P97）」，匚その他には結婚問題が
あります
。（P102）」と発言し，物質的要因以外
の五つの要因を挙げている
。これらの発言内容か
らさらにＧ児は認識を複合的に変容させ教師の概
念的枠組みに近い形に形成していることが分かる
。
さらにＧ児は概念形成のし方として要因を累加的
に獲得している。この認識変容過程を表したのが
図５である。
【生活向上】
四百祠
回 ズレ 回／／ｊｆノ一ー一一－一一一
図5G児の概念的枠組みの変容過程
（２）Ｄ児の概念的枠組みの変容
次に教師の概念的枠組みとは異なる形で形成し
ていくタイプの事例としてＤ児をみてみよう
。
Ｄ児はパ
トーⅢ－1段階で具体的な匚江原道」
の地域調査を通して人口の都市集中の原因を認識
しており
，その原因として雇用的要因を一つあげ
ている
。またパートⅢ－２段階でのグループ活動
を通して「‾便宜施設，職場，そして教育施設（P
-
【生活改善】
雇用的要因
四頌因
文化的要因
IＶ段階
【生活向上】
]……白 璽璽
人口の都市集中原因 家族釣要因
83～P85)｣のため都市へ人口が移動していると
認識している
。これらの発言は雇用的要因，教育
的要因
，文化的要因に該当するもので，人口集中
の原因に関して単
一的認識からより複合的認識へ
変容したことが確認できる
。さらにパートIVでは
人口の都市集中の原因として匚(教育問題と職場
問題)
，生活便利問題文化施設問題，快適な環
境，その他があります。(P101)｣とあげ，前段
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階の要因に社会環境的要因を加え
，さらなる認識
の拡張と共により複合的認識をしていることが確
認できる
。この変容過程を表したのが図６である。
以上の事例から
，Ｄ児よりＧ児のほうが学習内
容についてより体系的に理解しているといえよう。
ｍ－１段階
【生活改善】　　　　【生活向上】
匚匹司……--??????
?
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??
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??
人口の都市集中原因
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丶
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／
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Ｄ児は匚人口の都市集中の原因」という概念を四
つの部分的属性（要因）から理解している
。それ
に対してＧ児は五つの属性から理解しているので
ある
。すなわち，Ｇ児がＤ児より広い視野から概
念を把握しているのである。
ｍ－２段階
【生活改善】　　　　【生活向上】
匝半]……-…
四 千 示談　　回
丶　　　//匠亜廼]………ﾀﾞ
図6D児の概念的枠組みの変容過程
IV.授業の特質と課題
以上
，韓国の小学校社会科授業のうち，概念の
獲得をめざす地域学習の授業事例を取り上げ分析
を行った
。本稿で取り上げた社会科授業は，人口
の都市集中の原因という社会現象における社会科
学的概念に関して
，関連した様々な対象の共通的
な特性を探究し
，その意味を構造的に認識してい
く概念学習であった
。分析検討の結果，本授業の
特質と課題は次のようにまとめることができる。
１．授業の特質
特質として次の４つをあげることができる
。
第
一に，社会科学的概念に基づいて作られてい
る授業である
。図１の知識の構造図と図２の教師
の概念的枠組みからみると
，本時授業では，韓国
の社会現象である匚人口の都市集中」を取り上げ，
その厂原因」を追究することで「人口の都市集中
の原因」という社会科学的概念の形成を図ろうと
している。
第二に
，教師によって地域教材として再構成さ
れた地域学習である
。地域教材の有効性について
岩田（1980）は
，子どもにとって身近に感じられ，
具体的思考ができるという点
，地域の教材を求め
る場合には
，子どもに資料の作成をさせることが
できるという点などを挙げている
。月月庖
(1987)は
，地域社会にある現象を取り上げ学習
するのは子どもの理解を促進したり深めたりする
【生活改善】
IＶ段階
【生活向上】
匚而箍司犬亘亘罰
匚鯒璽]ｽ図昌＼
巨戸嘩冂………ｙ’
ことができ
，学習の能率の面で効果的であると述
べている
。地域教材は抽象的概念の理解に効果的
である
。本時授業においても厂人口の都市集中の
原因｣という抽象的概念の獲得のため
，教師は教
材を地域教材に再構成し
，効果的な子どもの理解
を
図っているのである。
第三に
，子どもたちの概念変容が段階的で累加
的に行なわれている
。教師は人口の都市集中の原
因という概念を雇用
，教育，文化，社会，家族，
そして物質的要因の六つに設定し
，習得させよう
としているＯ授業過程で子どもたちは図５
，図６
のように
，Ｇ児とＤ児共に教師が意図した概念的
枠組み範囲で
，それらの概念を累加的に獲得して
いる
。また，図１の知識の構造からみるとレベル
１の事実的知識からレベル２
，３の概念的知識へ，
さらにレベル２の上(生活改善)から下(生活向上)
へ層を変えて形成していることが分かる
。
第四に
，複合的に概念変容・形成を図ることで
子どもの認識をより拡大させる授業である
。授業
における子どもの知識獲得は
，子どもの自主的地
域調査
・比較活動によってより広く変容されてい
る
。表１と図３に表れているように，子どもたち
は人口の都市への集中原因をそれぞれ具体的地域
場面をもって調査することで
，個人調査活動や他
のグループの調査内容を比較しながらより複合的
認識に拡張している
。
２．授業改善のための課題
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零時授業は概念獲得の授業であった
。その課題
及び問題としては次の三点があげられる
。
第
一は，概念獲得型授業における中核となる概
念とその枠組みの形成及び明示化の問題である
。
概念学習の目標は
，社会科学が説明する一般的
概念の獲得である
。この目標は，概念学習の対象
になる概念がどのような構造になっているのかを
確認することでよりよく達成できる
。したがって
その際
，知識の構造図を作し，教えるのが効果
的であろう（7）
。零時授業における指導案では知
識の構造や教師の概念的枠組みが未整理だったた
め
，分析者がそれらを整理し明示化した。これら
を教師が予め行なうことで授業の到達すべき目標
や内容
，枠組みがより明確になるだろう。
第二は
，概念獲得型における獲得過程の組織化
の問題である
。零時授業では子どもに概念を獲得
させるための学習方法として地域調査や比較活動
をしている
。しかし，この比較活動の段階設定と
地域設定が問題だと指摘できる
。零授業では比較
活動を表１のパ
トーⅢ段階のグループ別に発表す
る人口移動現象の比較において設定している
。こ
れをその前の各地域の人口移動現象を個別的に学
習すれば類似の内容が単純に反復されるように感
じられるが
，互いに比較しながら学習することで
各地域の人口移動現象の間の関連性が現れ
，高い
学習効果を上げることができる
。しかし，その効
果をさらに高めるためには教師が対象になる特定
の地域を指定し調査
・比較させるのが効果的だろ
う
。子どもたちの地域調査段階から取り入れ授業
を計画することで
，子どもの思考をより深めるこ
とができるだろう。
第三は
，概念獲得型の授業の効果性の問題であ
る
。より高い効果を得るためには，より深い概念
理解が必要である
。本時授業における子どもの概
念獲得過程はＧ児とＤ児を事例に検討した
。その
獲得した概念（要因）や獲得過程を見ると
，図１
知識の構造の上部（生活改善）は順調に獲得して
いるが
，下部（生活向上）の要因の獲得が子ども
にとってそれと比べ難しいことが分かる
。それは
上部の要因は都市の人口集中の原因として韓国社
会で比較的に大きい割合を占めているのに対して
，
下部の要因はそれほどではないからではないかと
思われる
。従って，これらの概念（要因）の獲得
をその数（要因の数）だけでなく深く認識させるに
は社会現象の背景を深く読み取らせる指導の手だ
てが必要であろう
。
Ｖ．おわりに
本稿の目的は
，実際の韓国小学校社会科授業を
知識の構造に基づき教師の概念的枠組みと子ども
の認識する枠組みとを分析することで
，韓国小学
校社会科授業の構造や特徴を明らかにすることで
あった
。そのため，知識の構造論と代替的枠組み
論を取り入れた新しい授業分析の方法で分析した
結果
，次の四点が明らかになった。
第
一に，社会科学的概念の獲得をめざす授業に
なっており
，さらにその概念の内容として要因構
成になっていること。
第二に
，５年の社会科授業で地域教材として再
構成される地域学習が行なわれていること
。
第三に
，授業過程における子どもたちの概念変
容が層を変えて累加的に行なわれていること
。
第四に
，地域調査・比較活動などの子どもの自
主的学習活動によって
，子ども自らが社会科学的
概念の複数の要因を獲得していく授業が進められ
ていること。
以上の四点から
，社会科学的概念の獲得をめざ
す韓国社会科地域学習は
，概念が単に教えられる
のではなく
，子どもによって構成・獲得されるよ
うな授業が図られていることが分かるＯ
なお
，本稿で取り上げた小学校社会科授業は，
韓国の釜山広域市ですぐれた授業として公開され
たものであった
。この事例から，教師が概念を注
入暗記させる授業ではなく
，子どもが概念形成を
する授業が開発され実践されていることが分かる。
【註】
剛　これは主に記号・言語の分析を通しての社会科授
業の客観的研究を目指している。その代表的研究と
しては
，森分(1984, 1987, 1999)がある。
（2）これは子どもの認知
・学びを重視し，子どもたち
の思考体制を明らかにすることを目指している代表
的研究としては重松・上田(1965),小酒井・大坪
(1991)が挙げられる。
(3) Hallden (1994)が用いた匚代替的枠組み」(Driver,
39
1978)とは
，教師の予期するものとはちがった子ど
もが持っている枠組みのことである。一般にはそうした異なる枠組みは望ましくないと考えられ無視さ
れてしまう
。　しかし，この枠組みがあるからこそ，
子どもは授業の中で多様な考えに出会い，思考を深
めることができ，教師もめざす方向へ授業を展開させることができる。さらに，この代替的枠組みを見
つけることで，授業全体の進行をより詳細に検証し，
予期される授業展開を分析し，よりよい授業展開を
新たに作り出すことができる
。（参照，池野他, 2008)。
（4）地域学習
，匚地域化」に関する論議には４学年の地
域教科書と関連した教材開発や教授方法を中心に進
められ，限定的なものであった。
（5）本授業は匚釜山広域市教育研究情報院インターネッ
ト放送局（http://muse. busanedu.net/vod/index.asp?
type=4&ordei=l) 2008.11.1」に優れた授業として公開
されている。
（6）本授業は
，都市への人口集中の原因という社会科
学的概念の理解に重点をおいているが
，小単元の構
成から見ると
，この知識を生かして次時では匚都市
問題の解決方案
」について人口が都市に集中して新
たな問題が生じていることに気づかせることで社会現象について新しい知識を形成する構造になってい
る。
（7）知識の構造図を作成することについて北（2008）
は
，多様な知識抽出し，知識相互の関係を明確に
することであり，社会科指導において重要な匚もう一つの教材研究」であると述べ，社会科授業研究に
おける知識の構造図作成の重要性を強調している。
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